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移動は非生産的な行為であり，所要時間や費用は可能な限り小さいことが望ましいとされてきた．しか

し，目的地への到達以外にも価値があること，移動中に実行可能な活動が多様化していることから，近年

その短縮価値の低下が指摘されている．移動中の活動(マルチタスキング)が行われる条件や交通行動への

影響については研究が蓄積されつつある一方，移動中の過ごし方の生活における役割や意味に関する知見

が不足している．本研究では，移動中の過ごし方がもたらす価値が「移動中だからこそ生じる価値」と

「移動中でも生じる価値」に分類されると仮定したうえで，個人にとっての両者の違いに着目し，両者が

生じる条件に関する知見の獲得を主な目的とした．独自の調査から，両者が異なる条件下で生じることな

どが示唆され，両者を分類する意義が示された． 
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1. はじめに 
 

移動は，活動への参加を目的として派生的に発生する

「非生産的な」行為であり，所要時間や運賃は可能な限

り小さいことが望ましいとされてきた．我が国における

道路事業をはじめとした多くの交通政策の費用便益分析

においても「走行時間短縮」が便益の主要な構成要素で

ある 1)ほか，移動時間の最小化や短縮効果に焦点を当て

た既往研究も数多く存在する．これらの分析においては，

移動時間自体の価値は勘案されず，節約された時間や費

用が配分される諸活動に価値があるとされることが大半

である． 

一方，近年，自動運転技術や ICTの発展などにより移

動中の過ごし方が多様化していることで，目的地までの

移動時間が価値のある活動時間とみなされる場面が増え

ている．そうした変化の影響を除いても，そもそも移動

には，通勤時間での気持ちの切り替えや徒歩での買い物

による健康維持などといった目的地に到達すること以外

の価値が存在する 2)． Watts and Urry(2008)3) はこうした価

値に触れ，移動時間はwasted, dead, or emptyではないと主

張している．更には，新型コロナウイルス(COVID-19)感
染症の流行を契機に移動を代替しうるオンラインサービ

スが拡大したことによっても，活動間の緩衝としての，

あるいは足を運ぶ（身体を動かし外に出る）という行為
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としての，移動の意味が見直されつつある．このような

移動中の活動や移動という行為の価値を求めて行われる

交通行動は，誰もができるだけ早くて安い移動を選択す

ることを前提とした従来の交通需要予測の考え方では説

明できない． 
モデルの精度向上のために，ひいては，移動の正の効

用を踏まえた土地利用・交通の計画を行うために，移動

時間の過ごし方に関する更なる知見が求められている． 
 
 

2. 本研究の位置づけ 
 

(1) 既往研究の整理 
a) 移動時の活動（マルチタスキング）について 
移動者が移動中に行う活動は，移動と他の行動が同時

に行われることから「マルチタスキング」と呼ばれ，

2000 年代ごろから研究が蓄積されてきた．「活動」と

「同時」の定義の曖昧さからマルチタスクに明確な定義

を与えることは難しいが 4)，何もしないことをも含み広

義に解釈している研究から，仕事や勉強など生産性の高

い活動を主として扱った研究までが存在する．Keseru 
and Macharis(2018)5) はそれらのうち実証データに基づく

58 編を抽出および分析し，マルチタスキングの程度や

種類に有意な影響力をもつ要因として，移動者の年齢，

性別，移動の所要時間，交通手段，目的，時間帯と曜日，

同伴者の有無が，十分な（少なくとも 3編により確認さ

れた）証拠を有するとした．国内でも，Ohmori and Hara-
ta(2007)6)  が，関東圏の駅で配布した質問紙調査の結果か

ら，所要時間や手段，勤務形態（固定勤務とフルフレッ

クス勤務）によって移動中の活動に差が生じることを明

らかにしている． 
交通手段選択への影響を示す研究としては Zheng et al．

(2016)7) が挙げられ，オーストラリアのバスや鉄道車両内

における PC 利用環境の整備が鉄道の効用関数に有意な

影響を与えることを，SP 調査を用いて示した．Malokin 
et al．(2019)8) は，ノート PC などの使用が通勤手段とし

ての効用を高めることを示すとともに，こうしたマルチ

タスキングの効果について，短期的には公共交通機関利

用促進への寄与が推定されるが，長期的には自動運転車

に魅了される通勤者を増やし公共交通機関を脅かす可能

性があることに触れている． 
移動時間の短縮に対する支払い意思額（時間価値）へ

の影響も指摘されている．Ettema and Verschuren(2007)9) は，

オランダの公共交通機関利用者を対象とした SP 調査に

より，マルチタスキングに対して積極的な傾向を持つ人

の時間価値が低いことを明らかにした．Varghese and 
Jana(2018)10) は，インドのムンバイにおける実際の自動

車移動のデータから，マルチタスキングが発生した移動

では平均時間価値が 26％低下することを示した．国内

でも，鉄道車内における ICT利用可能性や自動運転の導

入による移動中活動の多様化が時間価値を低下させると

の推定が行われている 11)12)． 
b) 移動そのものの価値について 
移動という行為そのものが有する価値に関しても，同

じく 1990 年代後半から研究が行われつつある．肥田野

ら(1994)13)や金ら(1996)2)は，質問紙調査を通して，理想の

移動時間が 0分ではない，あるいは実際の移動時間より

長い人が決して少なくないことを示した．若原ら

(2021)14)は，実際の移動に対する短縮意向を問う調査を

行い，ルールの上限までの短縮を望んだ被験者が 4割以

下であること，同行者の存在や移動前後の活動に対する

主観が短縮意向に差をもたらすことを明らかにした．こ

れらの研究から，移動に価値を見いだす認識の存在が証

明され，マルチタスクを遂行する時空間としてだけでな

く，活動と活動をつなぐ時空間としての移動の役割があ

るといえる． 
金ら 2) は，質問紙調査において好みの移動手段がもつ

精神的・身体的利点として回答された要素は移動の意味

だと解釈できるとし，「思索」「健康・運動」「気分転

換」「自然体感」「発見・学習」「情報収集」「コミュ

ニケーション」の 7つを移動の意味として抽出した．他

には，生活のリズムや安定，自分の時間，発想やアイデ

アなどを得る，移動前後の活動への期待や余韻を味わう，

などが，移動が担う役割として確認されている 14)15)．  
更に Mokhtarian(2001)16)は，目的の活動自体が移動に対

する欲求から生まれている場合があり，それは移動者が

自覚している以上に頻繁に発生している可能性があると

主張した．加えて，移動者に効用をもたらすマルチタス

キングの中には，移動中特有の強制的な無為や孤立がな

ければ実行されないものがあることも指摘している． 
 
(2) 本研究の位置づけと目的 
 前節の通り，移動時間の過ごし方やその価値について

は，近年多くの研究が蓄積および整理されてきた．しか

しながら，Mokhtarian が指摘したとおり，移動に特有な

性質や制約によって移動中にのみ実行される活動や，客

観的には同じでも移動中とそれ以外で質や細かな内容，

移動者にとっての意味合いなどが異なる活動について，

知見が不足している．例えば，電車内の意図的な睡眠が

移動時間以外では得ることが難しい束の間の休息となる，

自家用車内での家族との会話の内容が家とは異なる，と

いうような場合の存在が予想される．また，前項で整理

したような移動そのものの価値の形成には，移動中の活

動も部分的に寄与していると考えられるが，そのメカニ

ズムについてもほとんど研究が行われていない． 
そこで本研究では，特に 
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• 移動中に行われる活動の，移動時間以外での実行

の有無および両者間の質や細かな内容の違い 
• 移動中の活動の“移動そのものの価値”への寄与 
に着目し，「移動の価値」を多角的に捉え，行為として

のマルチタスキングにとどまらず，その生活における意

味合いを明らかにすることを目指す． 
以上を踏まえ，本研究の目的は，移動の価値をその性

質に基づいて分類し，過ごし方が選択される条件や価値

が認識される条件が，価値の性質により異なるのかを明

らかにすることとする. 
この知見は，今後，移動中の過ごし方を考慮した交通

サービスを計画する際に，移動者の意思決定の詳細な背

景として役立つと考えられる． 
 
 

3. 研究の枠組み 
  
既往研究において前章で述べた知見の不足が生じてい

る理由として，この分野の研究では主に移動時のみに着

目した観察や質問紙調査が用いられてきた，という背景

がある．本研究では，移動時間が価値を見いだされるか

が，移動者の生活の一部として有意義かどうかによって

決まることを踏まえて，移動の価値の性質について改め

て整理することから始める．本研究は以下の手順をとる

こととし，本稿で扱う範囲を図-1に示す． 
(ア) 既往研究と過去の調査結果に基づき移動の価値を

その性質ごとに分類し，本研究の前提となる移動

の価値の構成を仮定したうえで，その構成に対応

して本研究の仮説を設定する． 
(イ) 交通手段選択肢の多様性や日常的な移動の所要時

間を加味して，調査対象者を選定する． 

(ウ) パイロット調査を実施し，移動中の過ごし方，お

よびその性質や個人にとっての意味合いに関する

傾向を把握する． 
本稿では(ウ)までの過程で明らかになったことを述べ

る．今後，それらを基礎として横須賀市逸見地区の住民

を対象とした独自の調査を設計・実施し，移動中の過ご

し方が個人の生活においてどのような役割を果たしてい

るのかを明らかにする予定である． 
 
 
4. 本研究の仮説 

 
(1) 移動の価値の構成 

若原ら 14)が行った移動時間短縮意向を問う聞き取り調

査における被験者の発言から，移動時間の短縮を望まな

い理由を抽出し，図-2に整理した． 
移動の価値は，「移動中“だからこそ”生じる価値」

と，「移動中“でも”生じる価値」によって構成される．

前者を更に，「移動そのものの価値」と「移動中だから

こそ生じる活動の価値」に分類した．本研究におけるそ

れぞれの価値の定義として，分類の基準を以下に示す． 
• 移動そのものの価値 

…移動と切り離すことのできない価値であり，こ

れを得るのに道具や能動的な行為（移動に必要な

動作を除く）を必要としない 
• 移動中だからこそ生じる活動の価値 

…移動中にのみ実行される活動や，移動中とそれ

以外で質や細かな内容に違いがある活動の価値 
• 移動中“でも”生じる価値 

…活動の実行可能性や質が，移動中であることに

影響されない，もしくはされにくい活動の価値 
 移動中以外にも行われる活動であっても，移動中・移

動中以外での実行を個人がその質や細かな内容の違いに

より分けて認識している場合，前者は「移動中だからこ

そ生じる価値」に分類する．また、点線枠内に示すよう

な活動がいずれに分類されるかは，個人にとっての諸活

動の仕方や意味合いなどにより異なると予想される. 

図-2 移動の価値の構成 図-1 研究の枠組みと本稿の位置づけ 
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(2) 本研究の仮説 

先述のとおり，これまでは図-2の点線で囲まれた 2種
類の価値が明確に分類されない場合がほとんどであった．

しかしながら，移動中でも実行可能な活動が増えること

による生産性の向上だけでなく，移動がその特有の性質

により担う生活における役割にも配慮した交通行動予測

や交通サービス計画のためには，両者を異なる価値とし

て扱うことが望ましく，個人がそれぞれを認識する背景

について明らかにする必要がある． 
これらを踏まえて本研究の仮説は， 

A) 移動の価値は「移動中だからこそ生じる価値」と

「移動中でも生じる価値」により構成され，それ

ぞれをもたらす過ごし方が選ばれる条件は異なる 
B) 「移動そのものの価値」は，移動中だからこそ生

じる活動に誘発されて生じる場合が多い 
とする． 
 
 
5. 調査対象の選定 

 
調査の被験者選定は，神奈川県横須賀市逸見地区（図

-3）の住民から行った． 

• 地区内に京浜急行電鉄，JR 横須賀線，京浜急行バ

スの交通網，および，タクシー，スーパーによる

独自の送迎バスの運行を有し，交通手段選択肢が

多く，多様な移動が存在すると予想される． 

• 住民の主要な勤務地である横浜・東京までは鉄道

でそれぞれ約 30 分・約 70 分の郊外住宅地であり，

これらは通勤時間に何らかの活動を行うのに十分

な所要時間である． 

 主にこの 2点から，当該地区は被験者選定の対象地と

してふさわしいと判断した. 

当該地区を対象とした「移動に関する質問紙調査（表

-1）」により個人属性や日常の交通行動に関する基礎的

な情報を事前に把握できる住民のうち任意の追加調査に

協力の意向を示した回答者から，15 名を選定した．そ

の際には，既往研究の知見を踏まえ，性別，年齢層，家

族構成に偏りがないように配慮した．また，より多様な

交通手段での移動に関するデータを得るため，目的地ご

とに異なる手段を利用している人を選定した． 

 
 

6. パイロット調査の実施 
 
 仮説の検証には，個人の行動と移動中の過ごし方に

関する詳細なデータが必要である．日常生活における移

動以外の時間との関係性を考慮すること，および，観察

や質問紙調査では把握することが困難な事柄（例えば移

動中の活動選択の理由や過ごし方に対する主観）を含ん

だデータを取得することを重要視し，調査手法には，被

験者のある 1日の行動についてのデプス・インタビュー

（DI）を採用する. 
 DI とは，本音を引き出したり深く質問を重ねたい場

合に適した 1対 1のインタビューであり，個別の事例を

深く追求できる，質問紙の設計によるバイアスを受けに

くい，などの利点 17)を加味して選択した. 

 

(1) パイロット調査の実施 
以下に，調査の概要（表-2）と DI における質問項目

（表-3）を示す．なお，この調査は逸見地区における調

査に先行して基礎的な知見を得ることを意図したもので

あるため，5 章で選定した被験者と同じく多くの交通手

段選択肢を有し多様な移動を行っていると考えられる大

学生と，就業に関連した移動についての回答が可能な社

会人を被験者として選定した．全員が，関東圏在住であ

る. 

 

 

 

 

 

調査名 横須賀市・横浜国立大学による移動に関するアンケート調査
方式 質問紙（郵送配付・郵送回収）

実施時期 2021年2月～3月
対象地区 東逸見町1～4丁目/西逸見町1~3丁目/逸見が丘/池上7丁目
配布票数 3867世帯（各世帯2通の個人票を封入）
回収票数 1111世帯（回収率28.7％），1731票

表-1 横須賀市における移動調査概要 

表-2 パイロット調査の概要 

調査期間 2021年9月
調査対象 大学生6名, 社会人4名　計10名

調査形式
当該日の位置情報取得（※）およびDI
※google mapのタイムライン機能を用いて把握

図-3 調査対象町丁目 
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(2) パイロット調査の結果 
この調査から，以下の傾向が確認された．はじめに仮

説Aについて， 
• 移動中にのみ実行される活動が存在する．3 名ずつ

が読書と音楽鑑賞，2名が意図的に何もしないこと，

1 名ずつが睡眠と（同僚との）会話について該当す

ると話した．これらは，重要あるいは短縮の必要

がないと認識される傾向にある．移動中以外では

他の活動を優先してしまうという理由で，通勤を

はじめとした習慣的な移動を意図的に当該活動に

充てている，当該活動をしている移動時間を延長

したい，といった回答も確認された.  
• 移動中・移動中以外でともに実行されるが意味や

細かな内容が異なる活動が存在する．先述とは別

の 3 名が，自宅などで作業のお供や集中のために

音楽を聴く場合と移動中に好きな音楽を聴く場合

でその内容や効果が異なると説明した．また，先

述とは別の 3 名が当該日の会話について，移動中

と目的地での活動の最中では内容が違っていたと

答えた． 
• 移動中でも生じる活動としては，スマートフォン

による情報収集（SNS，ニュース），連絡，動画

視聴が多く回答された．被験者全員がいずれかの

トリップで行っており，8名が移動中か否かで質や

意味合いに違いがないと回答した．1名は移動中は

集中力が欠けるため確認だけにとどめ発信はしな

いと話し，もう 1 名は入力速度が落ちるため効率

が下がると話した．  

• 移動中以外でも行われる活動が所要時間の短い移

動でも行われるのに対し，移動中にのみ実行され

る活動は，所要時間が 20 分以上の移動で，もしく

は複数のアンリンクトトリップをまたいで行われ

やすい傾向がある．  
• 直前の活動に関わる思索と退勤後のニュースチェ

ックを，活動の直後に位置しやすいという移動の

特性を理由に移動中で行うのが最も価値が高いと

する回答がそれぞれ 1名からなされた． 
以上より，移動の価値は「移動中だからこそ生じる価

値」と「移動中でも生じる価値」により構成され，それ

ぞれの価値は異なる条件の下で認識されていることが示

唆された．なお，移動中・移動中以外でともに実行され

るが意味や細かな内容が異なる活動については， 
仮説Bについては， 

• 「ひとりになれる」と回答された移動の約半数で，

被験者はイヤホンを装着して音楽やニュースをき

いていた． 
• 「活動を楽しみにする」「移動そのものを楽しみ

にする」と回答された移動においては、何もしな

い、もしくは地図アプリで目的地の情報を収集す

るという行為が行われやすい. 
という傾向が確認された．これらから，移動中の活動が

「移動そのものの価値」の形成に寄与している可能性は

示唆されたが，その影響が移動中だからこそ行われる活

動によるものに限定されていることは，今回の調査では

確認できなかった． 
 
 
7. 結論と展望 

 
本研究では，移動時間に特有の性質や制約に着目し，

移動中に行われる活動の移動時間以外における実行の有

無，両者間の質や細かな内容の違い，および移動中の活

動の“移動そのものの価値”への寄与について明らかに

するため，デプス・インタビューを実施した． 
その結果，移動の価値には「移動中だからこそ生じる

価値」と「移動中でも生じる価値」の両方が存在するこ

とが明らかになり，それぞれが異なる条件の下で生じる

ことが示唆された．前者が移動者にとって大切だと認識

されているという事実は，生産性の高い活動だけでなく，

移動時間らしい過ごし方ができる移動環境の設計の重要

性を示している． 
「移動そのものの価値」が移動中だからこそ生じる活

動に誘発されて認識されているかどうかについては，本

研究では明らかにならなかった．移動中の活動だけでな

く，移動手段や目的など移動の属性にも着目した更なる

研究が求められる．その際，予め用意した移動そのもの

個人属性 年齢/性別　
移動に関する基礎情報

(各アンリンクトトリップ
について把握)

手段/所要時間/時間帯（～時台）
同行者の有無と属性/頻度と慣れ
手段に対する好み

活動に関する基礎情報
各トリップチェーンにおける主要な活動
時間制約の有無
突発性（場所と経路を予定したタイミング）

移動環境に関する情報
天候/荷物（両手の自由度、重さに対する主観）
混雑状況と着席可否（電車・バス）

10分以上滞在した交通結節点
に関する情報

何をしていたか
あらかじめ滞在を予定していたか

移動中の活動の価値
についての主観的評価

移動中の活動の内容/移動中以外での実行の有無
（有の場合）移動中・移動中以外で行う際の質・
意味合い・細かな内容の違いについて
（無の場合）単なる暇つぶしかどうか、その時間
の削除に対する意向

移動そのものの価値
についての主観的評価

各アンリンクトトリップに対して、
気持ちを高める（スイッチON）/開放感（スイッ
チOFF）/気分転換/一人になれる/何もしなくてい
い/目が覚める/活動を楽しみにする/活動の余韻に
浸る/移動自体が楽しい/景色を見る/自然を感じる
/移動に必要な身体の動きに価値がある
のうち、価値を認識した選択肢が存在する場合の
み選択してもらう

その他
最も削除したい移動/最も削除したくない移動
（目的の活動には変更がないものとして調査）

基
礎
情
報
の
把
握

移
動
中
の
過
ご
し
方
の
把
握

表-3 DIにおける調査項目一覧 
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の価値の選択肢から選択させる方式が回答の誘導となる

ことが懸念され，被験者の自由記述や自由発言などのテ

キストデータから価値に関連する単語を分析者が抽出す

るような調査が考えられる． 
移動中と移動中以外でその質や細かな内容が異なる活

動については，存在は明らかになったが，今回のような

被験者の発言に基づく調査ではその重要性が評価・比較

しにくい．したがって，逸見地区における調査を含む今

後の研究においては，特定の活動に着目し，その移動

中・移動中以外両方での実行の様子について記録するよ

うな調査が有効だと思われる． 
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